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本日の内容本日の内容

1. 20101. 2010年年33月期通期　決算概要月期通期　決算概要
　①　① 20102010年年33月期通期　業績実績月期通期　業績実績 ・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・Ｐ33
　②　② 20102010年年33月期通期　業績ハイライト月期通期　業績ハイライト ・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ44
　③　③ 20102010年年33月期通期　四半期別売上高・営業利益・・Ｐ月期通期　四半期別売上高・営業利益・・Ｐ55
　④　④ セグメント別　売上高・営業利益セグメント別　売上高・営業利益 ・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ66
　⑤　⑤ セグメント別　業績概況　医療関連事業セグメント別　業績概況　医療関連事業 ・・・・・Ｐ・・・・・Ｐ77
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘルスケア事業ヘルスケア事業 　・・・Ｐ　・・・Ｐ88～Ｐ～Ｐ99
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教育事業　・・・・・・教育事業　・・・・・・ ＰＰ1010
　⑥　⑥ キャッシュフローの四半期ベース推移キャッシュフローの四半期ベース推移 ・・・・・・Ｐ・・・・・・Ｐ1111

2. 20112. 2011年年33月期　業績見通し月期　業績見通し
　①　① 20112011年年33月期　業績見通し月期　業績見通し 　　　　 ・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・Ｐ1313
　②　② 20112011年年33月期　業績見通のポイント・・・・・・・Ｐ月期　業績見通のポイント・・・・・・・Ｐ1414
　③　③ 20112011年年33月期　セグメント別　業績見通し・・・・Ｐ月期　セグメント別　業績見通し・・・・Ｐ1515
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 医療関連事業・・・・・Ｐ医療関連事業・・・・・Ｐ1616～Ｐ～Ｐ1818
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘルスケア事業・・・・ヘルスケア事業・・・・ＰＰ1919～Ｐ～Ｐ2121
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教育事業・・・・・・・Ｐ教育事業・・・・・・・Ｐ2222～Ｐ～Ｐ2323
　④　④ 配当政策　配当政策　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ2424

3. 3. 今後の事業展望今後の事業展望
　①　① 事業環境　　　　　　・・・・・事業環境　　　　　　・・・・・ ・・・・・・・・Ｐ・・・・・・・・Ｐ2626～Ｐ～Ｐ2727
　②　② ニチイの事業展望ニチイの事業展望　　　　 　　・・・・・・・・・・・　　・・・・・・・・・・・ＰＰ2828　　　　　　　　　　　　　　
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20102010年年33月期通期　業績実績月期通期　業績実績

（単位：百万円）

2009年3月期通期

金額
金額

(2月9日修正予想）
金額（実績）

前年比

売上高 213,601 235,000 235,352 10.2%

営業利益 1,013 6,400 6,864 577.1%
% 0.5% 2.7% 2.9%

経常利益 800 6,300 6,877 759.2%
% 0.4% 2.7% 2.9%

当期純利益 ▲ 1,090 2,700 3,154 -
% ▲0.5% 1.1% 1.3%

2010年3月期通期

連結連結
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20102010年年33月期通期　業績ハイライト月期通期　業績ハイライト

　1　 過去最高の売上高を更新
　　ヘルスケア事業・・過去最高の売上高 118,074百万円（前年対比18.3％増）

　 　教育事業・・・・・2期連続の増収　 15,255百万円（前年対比28.0％増）

　 　医療関連事業・・・3期ぶりの増収　 101,553百万円（前年対比0.3％増）

　2　６期ぶりの全事業黒字化
　　 教育事業・・・・2005年3月期以来の通期営業利益黒字化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2,992百万円（利益率19.6％）

　 3　キャッシュフローの大幅改善
営業キャッシュフロー・・・11,726百万円（前期 2,337百万円）

　　 フリーキャッシュフロー・・10,988百万円（前期 ▲1,802百万円）
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消去または全社

その他

教育事業

ヘルスケア事業

医療関連事業

消去または全社

その他

教育事業

ヘルスケア事業

医療関連事業

連結営業利益
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

25,343

24,610

2,736
596

▲470

25,380

24,939

2,618
611

▲407

25,260

（単位：百万円）

25,257

2,850

598

▲500 ▲484 ▲635 ▲463

25,306

24,964

3,710
683 747 593

26,409

25,124

4,528 3,805

27,223

25,311

▲1,756 ▲1,560
▲1,694 ▲1,733 ▲2,114 ▲2,009▲281

▲606 ▲132 ▲11▲690
▲143

1,791 1,945 2,376 2,672
1,667

2,013

342

97

1,319 634

604

55
64

153
137 76 109

86

34,918

25,449

3,533
694

▲544

25,669

29,524

3,389
569

▲492

連結売上高

セグメント四半期別　売上高・営業利益
（単位：百万円）

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

52,815 53,143 53,464 54,179 56,174 56,469 64,050 58,659

２００９年３月期 ２０１０年３月期

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

▲881 ▲300 789 1,405 1,046 1,352 2,412 2,054

２００９年３月期 ２０１０年３月期

▲2,167

2,192

1,565

668
156

▲2,001

2,309

1,290

401

53
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セグメント別　売上高・営業利益

（単位：百万円）

％

医療関連 101,289 101,553 0.3%

ヘルスケア 99,770 118,074 18.3%

教育 11,914 15,255 28.0%

その他 2,488 2,603 4.6%

消去または全社 ▲ 1,861 ▲ 2,134 -

合計 213,601 235,352 10.2%

前年比2009年3月期通期

実績

2010年3月期通期

実績

（単位：百万円）

％

医療関連 8,784 8,181 ▲ 6.9%

ヘルスケア ▲ 758 3,586 -

教育 ▲ 677 2,992 -

その他 409 394 ▲ 3.7%

消去または全社 ▲ 6,743 ▲ 8,291 -

合計 1,013 6,864 577.1%

前年比2009年3月期通期

実績

2010年3月期通期

実績

連結営業利益

連結売上高
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医療関連事業　2010年3月期通期　業績概況

2010年3月期通期の概況

連結業績連結業績

契約医療機関数契約医療機関数

1,977
9,364

売上高 営業利益

病院 診療所

（単位：百万円）

（単位：件）

101,289
101,553
　　+0.3％

1,970　　
▲0.3％

‘’09.3通期 ‘’09.3通期‘’10.3通期　 ‘’10.3通期　

8,784
8,181　　

　▲6.9％

◆3期ぶりの増収
・契約適正化により1医療機関あたりの売上増加　

・契約医療機関数も増加基調
　　2009年 6月末・・・10,787件
　　2009年12月末・・・10,861件
　　2010年 3月末・・・10,964件
◆スタッフの処遇改善
・契約適正化で得られた改善効果を
　スタッフの給与に充当

◆経営支援サービスの拡充
・音声認識技術を活かした新たなサービス
　(サイバークラーク事業)のプロジェクト始動
・医業経営コンサルティングの強化に向け、　　
　(株)ニチイ総合研究所を設立

◆保育事業の展開強化
・院内保育の展開拡大
・2010年1月に新規直営保育所のオープン

8,994　　

　▲3.9％

‘’09.3通期 ‘’09.3通期‘’10.3通期　 ‘’10.3通期　

2010年3月期通期
売上高
営業利益 8,181百万円

101,553百万円



2010年3月期通期 決算説明会資料 8

ヘルスケア事業　2010年3月期通期　業績概況

連結連結 売上高 営業利益 （単位：百万円）

サービス別利用者数サービス別利用者数（単位：人）

‘’09.3月末　　‘’09.9月末 　‘’10.3月末 ‘’09.3月末　　‘’09.9月末 　‘’10.3月末

110,151

121,261

105,848 7,149

7,549

7,867在宅系介護 居住系介護

2010年3月期通期

‘’09.3通期 ‘’09.3通期‘’10.3通期　 ‘’10.3通期　

99,770

▲758

3,586118,074
　　+18.3% 大幅増益！

売上高

営業利益 3,586百万円

118,074百万円

2010年3月期通期の概況

◆在宅系サービス・介護保険外サービス実績

◆居住系サービス実績

・ケアプラン利用者数の増加
　年間で約5,000件増加、
　3年ぶりの40,000件突破

・訪問介護、通所介護サービスの
　　　　　　　　　　　利用者増加

　　

・施設稼働率の上昇
　前期末：85.5%　⇒今期末：91.9%
・グループホーム新規開設(5施設オープン)

◆スタッフの処遇改善実施

・サービス利用者数12万人突破

・収益力向上、介護報酬3％アップ、

　処遇改善交付金支給等による還元
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ヘルスケア事業　 2010年3月期通期　業績概況 ～居住系介護サービス～

※ニチイのほほえみ、ニチイのきらめきの今期業績は、2009年10月1日実施のニチイ学館への吸収合併（決算
　期変更）により2009年1月～2010年3月までの15ヵ月分の業績を計上。

※ニチイケアパレスが運営していた「桜湯園」については、2010年1月よりブランド名を「ニチイホーム」　

　に統一しております。

※承継会社の合併、再編に伴い、売上総利益までの記載となっております。

（単位：百万円）

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 通　期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額 金額(実績) 金額（実績）

ほほえみ 3,031 3,041 3,137 3,337 12,548 3,675 3,764 7,776 3,903 19,120

きらめき 743 816 942 1,101 3,605 1,176 1,316 2,831 1,483 6,808

ホーム 3,424 3,464 3,453 3,613 13,957 3,558 3,592 3,682 3,773 14,606

7,200 7,323 7,535 8,052 30,111 8,410 8,673 14,290 9,160 40,535

ほほえみ 329 315 409 483 1,537 483 421 1,062 473 2,440
% 10.9% 10.4% 13.0% 14.5% 12.2% 13.1% 11.2% 13.7% 12.1% 12.8%

きらめき ▲264 ▲300 ▲246 ▲129 ▲940 ▲93 ▲20 109 95 90
% ▲35.5% ▲36.8% ▲26.1% ▲11.7% ▲26.1% ▲7.9% ▲1.5% 3.9% 6.4% 1.3%

ホーム 67 52 97 320 538 126 111 188 239 665
% 2.0% 1.5% 2.8% 8.9% 3.9% 3.5% 3.1% 5.1% 6.3% 4.6%

133 67 261 673 1,135 515 511 1,359 809 3,196
% 1.8% 0.9% 3.5% 8.4% 3.8% 6.1% 5.9% 9.5% 8.8% 7.9%

２０１０年３月期

売上高

売上総利益

通　期
２００９年３月期



2010年3月期通期 決算説明会資料 10

講座別受講生数の推移講座別受講生数の推移 （単位：人）

医療事務講座ホームヘルパー講座

教育事業　2010年3月期通期　業績概況

2010年3月期通期

売上高 15,255百万円
営業利益 2,992百万円

　 　‘’09.3通期　　 ‘’10.3通期　

‘’09.3通期　　 ’10.3通期

416

11,914

15,255　
　+28.0％

▲677

2,992

連結連結 売上高 営業利益 （単位：百万円）

黒字化

　 　‘’09.3通期　 ‘’10.3通期　

‘’09.3通期　 ‘’10.3通期

67,089

83,365　
　+24.3％

54,390
54,125　
　▲0.5％

2010年3月期通期の概況

◆主力2講座を中心に受講生数好調に推移　
・ホームヘルパー講座：前年同期比24％増　　　

　医療事務講座　　　：前年同期並みを維持　　

◆緊急雇用対策の積極的推進　　　　　　　
・緊急人材育成支援事業(基金訓練)、「働きなが
　ら資格をとる」介護雇用プログラムの受託推進

◆メディカルドクターズクラーク講座の　
　展開強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・積極的な講座開講　　

◆ｅラーニングの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・中長期的な成長戦略としてｅラーニングの　
　プロジェクトを立ち上げ、講座開発　　

◆効率的な広告展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・レスポンスを重視した広告展開による、1人あ

　たりの受講生獲得宣伝費の改善
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▲14,000

▲12,000

▲10,000

▲8,000

▲6,000

▲4,000

▲2,000

0
2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

営業活動営業活動CFCF 投資活動投資活動CFCF 財務活動財務活動CFCF

▲▲11,60711,607

▲▲289289

（百万円）

■ ’08.3月期　　■ ’09.3月期　　■ ’10.3月期

2,3372,337
2,7722,772

11,726

▲738

▲▲29,16229,162

23,31623,316
フリーフリーCFCF

▲▲1,8021,802

▲▲4,1394,139

▲30,000

10,988

▲▲29,45129,451

24,000

キャッシュフローの推移（連結）
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20112011年年33月期通期　業績見通し月期通期　業績見通し
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20112011年年33月期通期　業績見通し月期通期　業績見通し

（単位：百万円）

10年3月期通期

金額（実績） 金額（予想） 前年比

売上高 235,352 240,000 2.0%

営業利益 6,864 8,000 16.5%
% 2.9% 3.3%

経常利益 6,877 8,300 20.7%
% 2.9% 3.5%

当期純利益 3,154 3,500 10.9%
% 1.3% 1.5%

11年3月期通期

連結連結
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20112011年年33月期通期　業績見通しのポイント月期通期　業績見通しのポイント

　1　過去最高の売上高を更新
　　 ○3期連続増収

　　　○ヘルスケア事業、医療関連事業が増収基調を維持

　2　2期連続の増益

　　　○ヘルスケア事業収益改善が寄与

　3　既存事業の拡充と新事業分野への取り組み

　　　○顧客ニーズに応える既存事業の拡充・強化

　　　○サービスの更なる質の向上
　　　　(研修強化、コールセンター24時間体制、「安心・安全」なサービスの徹底等)

※ 2010年3月期は(株)ニチイのほほえみ、(株)ニチイのきらめきの吸収合併に伴う特殊要因により、

　　 約52億円多く売上が計上されたため、前年対比伸長率は2.0％に留まるものの、へルスケアを

　　　 中心に増収基調にあり、過去最高の売上高を更新する見通し。

　※ マネジメントアプローチの導入等による配賦基準の変更

　　○基幹システム費用の配賦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　昨年導入した人事システムの費用について、これまでは全社費用としていたが、

　　 　システム稼動も落ち着いてきたため、医療関連、ヘルスケア、教育にそれぞれ配賦。

　　 ○広告宣伝費用の配賦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 新聞・ＷＥＢ等については、教育事業の費用としていたが、マネジメントアプローチに

基づき、医療関連、ヘルスケアにそれぞれ配賦。
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2011年3月期通期　セグメント別　業績見通し

（単位：百万円）

前年比(新基準)

(従来基準) (新基準) ％

医療関連 8,181 8,200 7,000 ▲14.4%

ヘルスケア 3,586 6,200 5,300 47.8%

教育 2,992 2,000 2,700 ▲9.8%

その他 394 200 200 ▲49.2%

消去または全社 ▲ 8,291 ▲ 8,600 ▲ 7,200 -

合計 6,864 8,000 8,000 16.5%

10年3月期実績
11年3月期予想

（単位：百万円）

前年比

％

医療関連 101,553 102,500 0.9%

ヘルスケア 118,074 122,300 3.6%

教育 15,255 14,400 ▲5.6%

その他 2,603 2,700 3.7%

消去または全社 ▲ 2,134 ▲ 1,900 -

合計 235,352 240,000 2.0%

10年3月期実績 11年3月期予想

連結売上高

連結営業利益

2011年3月期よりセグメント別営業利益算出における配賦基準を変更しております。
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医療関連事業　 2011年3月期通期　業績見通し

連結連結 売上高 営業利益 （単位：百万円）

7,000
　　▲14.4％

8,181

102,500
　　　+0.9％101,553

契約医療機関数契約医療機関数 病院 診療所 （単位：件）

1,977

8,994

1,990　　
　+0.6%

9,050　
　+0.6％

2011年3月期の重点課題

‘’10.3月末 ‘’11.3月末(予)

‘’10.3通期 ‘’10.3通期‘’11.3通期(予) ‘’11.3通期(予)

◆契約の適正化3年目
・1医療機関あたりの売上ＵＰ

◆現場スタッフの処遇改善
・契約適正化の効果を給与改善に充当
・ｅラーニングを活用した研修の強化

◆新規契約獲得の推進
・各種経営支援サービスの商品力を活かし、
　医療機関のニーズに即した付加価値の提供

◆保育事業の拡大
・院内保育の積極的推進

◆医師の事務負担軽減
・サイバークラーク事業の展開

・医師事務作業補助者の配置促進　

◆医療と介護の地域連携の強化
・地域連携に関する診療報酬加算の取得提案

8,200
　　+0.2％

‘従来基準 新基準

‘’10.3月末 ‘’11.3月末(予)
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8,000

10,000

12,000

1,500

2,000

2,500
１ユーザーあたり売上高 件数

医療関連事業　事業戦略　～契約適正化による好循環サイクルの形成

1病院あたりの売上高と契約件数の推移

（件）（千円）

質の高いサービス提供を推進すべく、適正契約料金への見直しに取り組む5ヵ年計画。対価をスタッフ

に還元することで、安定的に優秀な人材の供給を図り、医療機関に対して、より質の高い経営支援サー
ビスを提供する。2011年3月期は5ヵ年計画の3年目に当たる。

契約適正化について

好循環サイクルの形成

契約件数、1病院あたりの売上高が　

ともに増加基調にある。

’06.9  ’07.3 ’07.9  ’08.3 ’08.9  ’09.3 ’09.9 ’10.3  ’10.9  ’11.3

業務効率向上
高品質サービスの提供

スタッフの
モチベーションアップ

人材の定着

スタッフの処遇改善
研修制度の充実

契約料金の適正化
契約業務の拡大

顧客満足の向上
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医療関連事業　今後の取り組み　

医療と介護の地域連携に関する提案の推進

医療関連事業 ヘルスケア事業

契約医療機関

医事業務等の受託
退院調整部門の新設提案

介護サービスの提供

入退院のサポート

当社ケアマネジャーと
契約医療機関の連携

医療と介護の両事業を展開する当社の強みを活かし、
地域医療の現場において、より包括的なサービス体制
を構築し、更なる社会貢献を目指す。

医療機関への
アプローチ

医療機関の経営支援に向けた新サービスの展開

院内

医師

受信されたデータの
確認・修正作業

サイバークラーク事業の展開

音声認識技術を活用した医師の事務負担軽減等、
医療現場のＩＴ化を促進し、医療機関の幅広いニーズ
に対応可能なサービスを展開。

サイバークラーク

院外

・患者ＩＤ，氏名

・テキスト化したい内容

・どの院内システムのどの
　場所に記載したいか指示

医師の発話内容（カルテ等）
を音声認識技術を活用して　
データ化

データセンターを　
介した情報の送受信

在宅医療・介護施設等
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ヘルスケア事業　 2011年3月期通期　業績見通し

連結連結 売上高 営業利益 （単位：百万円）

サービス別利用者数サービス別利用者数（単位：人）

‘’10.3月末 ‘　 ’11.3月末(予)

127,000
　　　　+4.7％121,261 7,867

在宅系介護 居住系介護

2011年3月期の重点課題

‘’11.3通期(予)‘’10.3通期　

122,300
118,074

8,100
　　　+3.0％

‘’10.3月末 　 ‘’11.3月末(予)

◆在宅系介護サービスの更なる強化

◆介護保険外サービスの展開強化

◆居住系介護サービスの更なる強化

◆スタッフの処遇改善の継続

◆介護と医療の連携強化

・ケアマネジャー1人当たりの担当件数アップ

・ケアパレス「ニチイホーム」の施設稼働率アップ

・新規施設を積極的に開設

・障がい福祉サービス、
　家事代行サービスの積極展開

・適正還元を継続し、スタッフの定着率向上
　とサービスの質的向上を図る

+3.6％
・通所介護サービス稼働率アップ

・訪問入浴介護サービスの展開強化
未展開である48支店での拠点開設へ

・医療機関との連携による、介護報酬加算
　（医療連携加算等）の取得推進

・既存拠点の稼働率アップ

・新規拠点の積極展開

5,300
　　+47.8％

3,586

‘’10.3通期 ‘’11.3通期(予)

6,200
　　 +72.9％

‘従来基準 新基準
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ヘルスケア事業　 2011年3月期通期　居住系介護業績見通し

※承継会社の合併、再編に伴い、売上総利益までの記載となっております。

（単位：百万円）

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第2四半期累計 通　期
金額 金額 金額 金額(実績) 金額（実績） 金額 金額

ほほえみ 3,675 3,764 7,776 3,903 19,120 8,500 17,200

きらめき 1,176 1,316 2,831 1,483 6,808 3,200 6,600

ホーム 3,558 3,592 3,682 3,773 14,606 7,500 15,400

8,410 8,673 14,290 9,160 40,535 19,200 39,200

ほほえみ 483 421 1,062 473 2,440 1,140 2,240
% 13.1% 11.2% 13.7% 12.1% 12.8% 13.4% 13.0%

きらめき ▲93 ▲20 109 95 90 300 600
% ▲7.9% ▲1.5% 3.9% 6.4% 1.3% 9.4% 9.1%

ホーム 126 111 188 239 665 270 960
% 3.5% 3.1% 5.1% 6.3% 4.6% 3.6% 6.2%

515 511 1,359 809 3,196 1,710 3,800
% 6.1% 5.9% 9.5% 8.8% 7.9% 8.9% 9.7%

２０１０年３月期 ２０１１年３月期(予想)

売上高

売上総利益

通　期
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ヘルスケア事業　 2011年3月期通期　業績見通し～介護サービス網の拡充

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

09年3月期 10年3月期 11年3月期

(ヵ所)

669 673
708

797 896 941

285 299
74

128

93

129 135
255

129

1,923 2,076 2,186
＋153

＋110

(予)

(予)‘’09.3月末　 ‘’10.3月末　 ‘’11.3月末(予)　

在宅系

居住系
　地域に根ざした拠点・施設展開によるトータル介護サービスの更なる強化

■サービス別拠点数

ケアプラン作成

訪問介護サービス

訪問入浴サービス

通所介護サービス

福祉用具貸与

サービス利用者数
127,000人
(’11.3月末(予))

有料老人ホーム

ニチイホーム

有料老人ホーム

ニチイのきらめき

グループホーム

ニチイのほほえみ

利用者数
8,100人

全国で
約300ヵ所

(’11.3月末(予))

‘’11.3月末(予)　‘’10.3月末　

0

50

100

150

200

250

300

350

‘’09.3月末　

272 284 299
＋12

＋15

191

32
49

203

32
49

217

34
48

(ヵ所)
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教育事業　2011年3月期通期　業績見通し

2011年3月期の重点課題

14,400
　　　▲5.6％

　

連結連結 売上高 営業利益 （単位：百万円）

　　　’10.3通期　 　’11.3通期(予)　　　’10.3通期 ’11.3通期(予)

講座別売上高推移講座別売上高推移 （単位：百万円）

医療事務講座ホームヘルパー講座

’10.3通期　　’11.3通期(予)　 　　’10.3通期　　’11.3通期(予)

416

6,989 6,700　
　▲4.1％

7,357 6,800   
　▲7.5％

◆既存講座の展開強化
・医療事務講座：ｅラーニングとの「ハイブ

　リッドラーニング」による集客強化

・メディカルドクターズクラーク講座の

展開強化

・効率的かつ効果的な広告展開

◆緊急雇用創出事業の受託推進
・緊急人材支援育成事業（基金訓練）の

積極的な受託促進

・「『働きながら資格をとる』介護雇用

　プログラム」からの受講生受入強化

・重点分野雇用創造事業の推進

15,255　 2,700
　　▲9.8％

2,992

2,000
　　▲33.2％

‘従来基準 新基準

・景気に左右されにくい生涯教育市場の開拓

・ｅラーニングによる新講座の開発・提供

◆新講座の展開～新たな顧客層の獲得～
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教育事業　教育講座の展開方法について

◆既存講座との「ハイブリッドラーニング」
　当社の強みを活かし、既存講座とｅラーニングとの「ハイブリッドラーニング」を推進し、相乗効果に
　よる集客強化を図る

今後の教育講座の展開

従来のターゲット

ｅラーニングの展開

当社の全国500教室を活かし、

「ハイブリッドラーニング」を推進。

ｅラーニング副教材・
専修コース受講など

質疑応答
就業相談など

自宅

教室との融合

ｅラーニング通学

教室

ターゲット層拡大

そ
の
他
の
新
規
講
座

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

生涯教育講座

既存講座

各種研修講座

ｅラーニング副教材

ライト講座
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2011年3月期 年間配当14円（中間期末7円・期末7円）

2011年3月期、2円増配

１１.０

-

(円)

１４.０

配当政策

’07.3 ’08.3 ’09.3 ’10.3 ’11.3(予)

１１.０ １１.０ １１.０

※2009年4月1日付で1：2の株式分割を実施しており、

　株式分割の影響を過年度に遡及して調整しております。

’06.3

１２.０
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今後の事業展望
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事業環境（1）雇用状況

（出典）総務省　労働力調査 (単位：万人)

産業名 就業者数 前月との増減数

全体 6,278 ▲25

製造業 1,063 7

卸売・小売業 1,060 ▲7

医療・福祉 663 13

建設業 511 ▲15

その他サービス 473 ▲3

宿泊・飲食サービス 380 8
(出典)総務省　労働力調査

◆産業別就業者数の推移

製造業

医療・福祉

◆失業率の推移

◆主な産業別就業者数(2010年2月現在)

(出典)経済産業省「日本の産業を巡る現状と課題」

(注1)「雇用保蔵者数」は、「実際の雇用者数」と「生産に

　　　見合った最適な雇用者数」の差により算出。また、「
　　　最適な雇用者数」は適正な労働生産性を平均的な労働
　　　時間で達成できるような雇用者数をいう(ここでは、
　　　稼働率が最も高いときの労働生産性を使用)

(注2)「潜在的な失業者数」は、完全失業者数と雇用保蔵者

　　　数の合計により便宜的に算出。また、「潜在的な失業
　　　率」は、「潜在的な失業者数÷労働力人口」により算
　　　出。

潜在的な失業者数：905万人
（潜在的な失業率：13.7％）

-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009/

1-3月

-2.5%

0.0%

2.5%

5.0%

7.5%

10.0%

12.5%

15.0%

完全失業者数 雇用保蔵者数

失業率：右軸 潜在的な失業率：右軸
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事業環境（2）
1.2009年12月30日　閣議決定「新成長戦略～輝きのある日本へ～」
　(抜粋)

　○2020年度までの実質ＧＤＰ成長率2％超を目指す
　　強みを活かす成長6分野(環境・エネルギー、健康、アジア、観光・地域活性化、科学・技術、雇用・人材)

2.2010年5月18日　経済産業省「産業構造ビジョン」骨子案
　○今後の5つの戦略産業分野　(インフラ関連産業、次世代エネルギーソリューション、文化産業立国、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療・介護・健康・子育てサービス、先端分野)
医療・介護・健康・子育てサービス

(1)公的保険外の健康関連産業の創出(医療機関と民間サービス事業者との連携促進)

(2)子育てサービスの産業化　他

・需要に見合った産業育成と雇用の創出
・新規市場約45兆円、新規雇用約280万人

・若者フリーター約半減、ニート減少、
　高齢者就労促進、女性Ｍカーブ解消等

雇
用
・
人
材

健
康(

医
療
・
介
護)

・医療・介護・健康関連産業の成長産業化
　(民間事業者等の参入促進など)
・アジア等の海外市場への展開促進

・若者・女性・高齢者
　障がい者の就業率向上
・「トランポリン型社会」の構築

【2020年までの目標】 【主な施策】
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ニチイの事業展望

●人材育成部門を持つ強み：≪競争力の優位性を更に確実なものとする≫●人材育成部門を持つ強み：≪競争力の優位性を更に確実なものとする≫

●医事関連・介護のリーディングカンパニーである当社は、●医事関連・介護のリーディングカンパニーである当社は、

　　　　更なる成長を実現：≪　　　　更なる成長を実現：≪ コアビジネスの成長持続コアビジネスの成長持続 ≫≫

ニチイの成長持続性とニチイの成長持続性と

競争力優位性競争力優位性

●産業構造の変化が進み、ニチイグループの事業領域拡大●産業構造の変化が進み、ニチイグループの事業領域拡大

産業構造の変化

・高い成長と雇用創出が見込める・高い成長と雇用創出が見込める

　医療・介護・健康関連産業が　医療・介護・健康関連産業が

　日本の成長牽引産業に　日本の成長牽引産業に

・高齢社会の進展・高齢社会の進展

　　(2030(2030年まで高齢化が加速年まで高齢化が加速))

　で　で市場は拡大市場は拡大するする

医療・介護・健康医療・介護・健康

分野での分野での人材育成人材育成

ニーズは増大ニーズは増大し続し続

けるける

量的・質的に拡大するニーズ量的・質的に拡大するニーズ

消費力のある潜在的市場消費力のある潜在的市場

　→新たなニーズの発生　→新たなニーズの発生

　→周辺サービスへの拡張　→周辺サービスへの拡張

サービス需要の拡張 人材育成のニーズ増大

市場の成長性拡大
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　この配付資料に記載されている業績目標および契約数・利用者数・目標等は、　　　　　この配付資料に記載されている業績目標および契約数・利用者数・目標等は、　　　　
いずれも当社企業グループが現時点において把握している情報を基にした予想値であり、いずれも当社企業グループが現時点において把握している情報を基にした予想値であり、
これらは経済環境、規制緩和、雇用情勢などの不確実な要因の影響を受けます。これらは経済環境、規制緩和、雇用情勢などの不確実な要因の影響を受けます。
　したがって、実際の業績および契約数・利用者数等はこの配付資料に記載されている　　したがって、実際の業績および契約数・利用者数等はこの配付資料に記載されている　
予想とは異なる場合がありますことをご承知ください。予想とは異なる場合がありますことをご承知ください。
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